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目的 

基底膜は上皮や内皮組織を支える細胞外基質で、組織の構築・維持に不可欠である。

しかし基底膜の動的変化は多くが未解明である。申請者らは哺乳類組織で発現する基

底膜蛍光プローブを開発し、基底膜を可視化するモデルマウスを作製した。本研究で

はこのモデルマウスを用いて、網膜血管網の発生や病的血管新生における血管基底膜

の形成・分解・ターンオーバーなどの変化、およびそれらに関わる制御因子のはたら

きを明らかにする。 

 

内容 

マウスの網膜血管をモデルとし、出生後の正常な網膜血管網の発生、および病態モデ

ルにおける血管基底膜の変化を詳細に明らかにする。特に基底膜のターンオーバーに

注目し、基底膜蛋白質の分解に関わるマトリックスメタロプロテイナーゼの発現と局

在を解析する。基底膜イメージングモデルマウスを用いて、血管基底膜のライブイメ

ージングによって基底膜のターンオーバーがどのように起こっているかを明らかに

する。また、網膜以外での器官形成モデルにおける基底膜の変化の解明も検討する。 
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